
富士チャンピオンレースシリーズ 

８６＆ＢＲＺ車両規則 

 

 

 

参加車両は下記の車両規定に従ったものとし、本規定に定められていない項目については、2012 年

JAF 国内競技車両規則第 1 編レース車両規定、第 3 章（一般規定）、第 4 章（安全規定）、第 5 章（量産

ツーリングカー N1）に従っていなければならない。 

 

第１条 参加車両と定義 

1.1）参加車両 

トヨタ 86 （型式：ZN6）  

スバル BRZ（型式：ZC6） 

1.2）定義 

   純正部品：同一車両用部品として通常の販売方法により販売されている部品。 

        （メーカーオプション品を含む） 

   指定部品：主催者より使用が認められた部品。指定部品以外の使用は、純正部品を含み認められ

ない。 

   認定部品：主催者より使用が認められた部品。認定部品以外に純正品の使用も認められる。 

※主催者が認めた（車両規定及びブルテンに記載されている）場合を除き、指定部品・認定部品

に対する一切の加工（修正加工を含む）・調整・改造は認められない。 

 

第２条 許可される変更及び、部品の交換 

  本章によって許されていないすべての変更および調整仕上げは厳禁される。 

車両に対して行なうことのできる作業は、通常の整備に必要な作業または使用による磨耗、事故によ

って損傷した部品の交換に必要な作業のみである。許可されている変更および付加物の制限について

は後期で規定される。これら以外に、使用による磨耗、事故によって損傷した部品は、いずれも、損

傷した部品と全く同一の日本国内で販売されている部品によってのみ交換が許される。 

 

第３条 エンジン 

3.1）気筒容積 

   変更は許されない。 

3.2）サーモスタット 

   自由。 

3.3）クーリングファンおよびファンシュラウド 

   取り外しおよび変更が許される。クーリングファンの変更に伴うファンシュラウドの最小限の変

更は許される。 

3.4）エアクリーナー 

   エアフィルターは自由。ただし、エアフィルターボックスは当初のままでなければならない。フ

ィルターボックス前部に位置するボルトあるいはバンド等により装着されたパイプ、ダクトおよ

びフィルターボックス、あるいはスロットルボディ間のホースに補助的に取り付けられている装



置（吸気音防止レゾネーター、ブローバイガス循環ホース等）を取り外すことができる。ただし、

取り外した後の穴は完全に塞がなくてはならない。 

3.5）オイルポンプ 

   シムおよびスペーサーによる油圧の調整機構に限り変更が許される。 

3.6）オイルフィルター 

   自由。ただし、取り付け位置の著しい変更は許されない。 

3.7）インジェクションシステム 

   インジェクションシステムの変更は許されない。 

3.8）燃料ポンプ 

   安全燃料タンクを装着した場合に限り、燃料ポンプを変更することが認められ、元のポンプを取

り除くことが許される。 

3.9）バルブスプリング 

   バルブスプリングは自動車製造者の定めた数と取り付け部を変更することなく取り付けられる

ことを条件に他のものと交換することができる。 

3.10）バルブおよびバルブシート 

   バルブガイド、バルブシートは基本車両に設定されている純正部品への変更は許される。 

3.11）カムシャフト 

   基本車両に設定されている純正部品への交換は許される。 

3.12）ピストンおよびコンロッド 

   ピストンおよびコンロッドはバランス調整のみ許されるが、それぞれ１個が未加工品であること。 

3.13）ヘッドガスケット 

   ヘッドガスケットの変更は許される。 

3.14）オイルパン 

   オイルパンの外観変更は許されない。ただし、エンジンオイルの片寄り防止、および温度センサ

ー取り付けのための追加加工は許される。また、エンジンへの取り付け位置および取り付け方法

／作動原理を変えなければ、オイルストレーナーの位置を変更することも許される。 

3.15）フライホイール 

   基本車両に設定されている純正部品への変更は許される。 

3.16）電気系統 

3.16.1）ECU 

ECU の変更及び ECU 本体の改造は許されない。スピードリミッター機能の解除が可能な装置の取

付けは許され、取付けに伴う最小限の加工は許される。 

3.16.2）バッテリー 

取り付け位置は当初のままで交換、変更は自由。 

3.17）吸・排気系統 

   吸気、排気マニホールドは国内向けの当初の部品と同一な純正部品との交換が許される。 

   ただし、ポート内面に段付修正を行う場合、取り付け面より垂直に 5mm.の奥行の範囲に限り、シ

リンダーヘッド側を含み許される。 

3.17.1）吸気系統 

   取り付け位置について、取り付け穴の修正によりポート合わせを行うことも許される。 

3.17.2）排気系統 



   排気マニホールドは防熱措置を施すことは許されるが、確認作業のため全面的に覆うことは 

   できない。排気マニホールド後方の部分は材質を除き自由とするが、取り外した場合、排気口の

位置は燃料タンク後方で地表から最大高さ 45cm、最低高さ 10cm とし、出走状態の車両上面視で

車両外縁から内側に 10cm 以内になければならない。 

3.17.2.1）排気口 

   排気口はホイールベースの中央を通る垂直面の後方になければならない。 

3.17.2.2）消音器を取り付ける場合 

   ブラケットの取り付けを除き、車体の改造は許されない。 

3.17.2.1）触媒装置 

   排気マニホールド側に当初より装着されている触媒（キャタライザー）の変更は許されない。 

3.18）ウォーターラジエター 

   車体側取り付け部の変更がなければ容量およびラジエターキャップ圧力の変更が許される。 

   ホース類の変更は許される。 

3.19）エンジンオイルクーラー 

   オイルクーラーの取り付けおよび変更は許される。 

   元のオイルクーラーを取り外すことも許される。ただし、車体外部への取り付けは認められない。 

 

第４条 シャシー 

4.1）クラッチ 

   取り付け方法および枚数の変更を行わなければ、クラッチカバー、クラッチディスク、クラッチ

スプリングの変更は許される。 

4.2）トランスミッション、デファレンシャル 

   基本車両に設定されている純正部品への変更は許される。シフトレバーはボルトオンでの取り付

けのみが許される。 

4.2.1）オイルクーラー 

   空冷式オイルクーラーおよび電動ポンプを取り付けることができる。 

   その取り付け具は当該装置に対して最小限にとどめること。ただし、車体外部への取り付けは認

められない。 

4.3）タイヤ及びホイール 

4.3.1）タイヤは公道走行の許される一般市販ラジアルタイヤとする。 

タイヤサイズ：205/55R16 

4 輪とも下記メーカーの同一銘柄（コンパウンド含む）を使用しなければならない。 

株式会社ブリヂストン 

横浜ゴム株式会社 

住友ゴム工業株式会社 

4.3.2）ホイールの材質は、スチール製以外のものはアルミ合金製とし、JWL または VIA マークの有るも 

のとする。 

使用可能なホイール幅：5½J、6J、6½J、7J、7½J 

4.3.3）タイヤおよびホイールは、いかなる場合も車両の他の部分と接触してはならない。ホイールの 

オフセットは自由。ただし、スペーサーは禁止される。 

4.4）ストラットおよびショックアブソーバー 



   取付け部はボルト径、取付け穴径を含み一切の変更改造も許されない。 

   アッパーマウントは金属への変更を除き、材質および強度の変更が許される。         

車体への取り付け位置と取り付け方法、数および作動原理を変えなければストラットおよびショ

ックアブソーバーの変更は許される。 

   当初から取り付けられているものを除き、シェルケースの別タンクシステムは許されない。また、

シュルケースの材質の変更は許されない。 

   走行中に減衰力を変更できるシステムの掲載は許されない。 

   ストラットとナックルアームが一体構造となっている場合は、当初のナックルアームのタイロッ

ドとの連結点の座標および材質が保持されていることを条件に、ナックルアームの変更が許され

る。 

4.5）ストラットタワーバー 

   車体への取り付け位置、取り付け方法および数を変えなければ変更することが許される。 

   ストラットタワーバーが当初から取り付けられていない車両の場合、ストラットタワーバーを、

ストラットアッパー取り付けボルトのみを利用して取り付けることが許される。 

4.6）スプリング 

   車体への取り付け位置、取り付け方法、作動原理、およびスプリングの数を変えなければ、変更

は許される。 

   車高調整式への変更に伴うスプリングシートの変更、および挿入物の追加も許される。 

4.7）スタビライザーおよびスタビライザーブッシュ 

   スタビライザーは、径の変更が許される。また、連結を含みその取り外しも許される。ただし、

可変式スタビライザーへの変更は認められない。 

   形状および寸法の変更が無ければ、スタビライザーブッシュは、金属以外の他の材質に変更する

ことが許される。 

   スタビライザーの径の変更に伴うブッシュ内径の変更は許される。 

4.8）ブレーキ 

4.8.1）パッドおよびブレーキホースの交換、変更は許される。 

4.8.2）当初のフォグランプ装着の為の開口部を使用しフロントのみフレキシブルダクトによる冷却ダ

クトの装着が許される。ただし、車体の外観形状に変更があってはならない。左右のダクトの

各々の内径は 75ｍｍ以下とし、その数は各々１本とする。 

4.8.3）ディスクブレーキのバックプレートの取り外しは許される。サーボブレーキとの接続を外すこ

とはできるが、取り外してはならない。 

4.8.4）アンチロック装置との接続を外すこと、およびアンチロック装置を取り外すことは許される。

プロポーショニングバルブを取り外すことも許される。また、取り外しに伴うパイプの修正、

変更が許される。運転者が走行中に調整不可能なプロポーショニングバルブの追加は許される。 

4.9）ステアリングホイールおよびステアリング 

   ステアリングシャフトの変更または改造を行うことなく取り付けられるステアリングホイール

とボスは自由。 

   クイックリリースシステムに変更する場合、クイックリリース機能は、ステアリングホイール軸

と同中心のフランジにより構成されていなければならず、フランジは陽極処理にて黄色く着色さ

れるか、その他の耐久性のあるコーティングにより黄色く着色され、ステアリングホイール裏側

のステアリングコラムに取り付けられなければならず、ステアリングの軸に沿ってフランジを引



くことによりリリースが行われなければならない。 

   ステアリングホイールの上下位置の調整は許される。 

   パワーステアリングのポンプと配管の接続を外すこと、およびそれらを取り外すことは許される。 

   ステアリングロックは機能を解除しなければならない。しかし、当該機能部分以外は変更されて

はならない。 

4.10）ペダル類 

   安全性、操作性を向上させる目的でペダルパッドを変更することは許される。ペダル剛性向上の

ため、マスターシリンダーまたはマスターバックに対してのみ、ロッドおよびプレートをボディ

構造部へ連結するという簡易補強が許され、ストラットタワーバーと一体化することも許される。 

4.11）ラバーマウントおよびブッシュ類 

   形状および寸法を変えなければ、金属への変更を除き、材質および硬度の変更が許される。また、

スグリタイプのものをソリッドタイプに変更することが許される。 

4.12）ドライブシャフト 

   ドライブシャフトブーツの材質を変更することが認められる。 

 

第５条 車 体 

5.1）外観、形状 

   車体の外観や形状を変更することは許されない。ただし、安全燃料タンクを搭載するために必要

な最低限の車体の改造（切除は不可）、および漏出防止カップリング取り付けに伴う部材の付加

および切除は認められる。 

   アンダーカバーを取り外すことは許される。 

5.2）板厚 

   車両のすべての車体パネルは常に基本車両の当初の材質および厚さと同一でなければならない。

（±10％の許容公差を認める。計測は平面もしくは大きな半径を有する部分で行われる。） 

5.3）座席 

   ドライビングポジションを改善する目的で運転席を交換してもよい。座席を交換する場合、シー

トレールの強度は当初のものと同等以上でなければならず、車体側の取り付け部の変更は許され

ない。 

5.4）室内ミラーおよび室外ミラー 

   室内ミラーの追加を含め、変更は許されない。 

5.5）窓ガラス 

5.5.1）フロントウィンドウ 

   フロントウィンドシールドは 2012 年国内競技車両規則第 4 章“公認車両および登録車両に関す

る安全規定”第 9 条に適合しなければならない。 

第 4 章第 9条ウィンドシールド 

前面ガラスは合わせガラスを常に備えていなければならない。 

その外側表面には、１枚あるいは複数枚の無色透明なフィルムを取り付けることができる。 

上端からガラス面に沿って１０cmの幅で幻惑防止処置を施すことは許される。 

5.5.2）サイドウィンドウ 

   変更は許されない。サイドウィンドウに対し無色透明なフィルム等での飛散防止対策を施すこと

を推奨する。 



5.6）ドア 

   防音材を取り外すことは許される。ただし、取り外すことにより、ドアの形状に変更をもたらす

ものであってはならない。 

   ウェザーストリップ等の保護材を取り除くことは許されない。またボルトオンであってもサイド

ドアビームを取り外してはならない。 

   ドア内部に衝撃吸収のため難燃性の衝撃吸収材を充填することが許される。 

   電気式巻き上げ装置を手動式巻き上げ装置に取り替えることが許され、取り付けのための最低限

の改造は認められる。 

5.7）ライト 

   前照灯、尾灯、制動灯、方向指示灯は正常に作動しなければならない。 

5.8）補助前照灯 

   補助前照灯の追加、変更、交換または取り外しが許される。取り外す場合、装着部は当初のもの

を残さなければならない。 

5.9）補強 

   車体の補強は、使用される材料が当初の形状に沿いそれと接触していれば許される。複合材料に

よる補強は片面にのみ許される。また、車体（排気系を含み）、ならびにサイドシル・各メンバ

ー等の空洞部を充填することにより補強することができる。 

   補強によって標準部品の取り付けに影響があってはならない。 

5.10）補助的付加物 

   補助的付加物の取り外しは、その配線も含み許される（例えば、マッドガード、アンダーガード、

ストーンガード、室内照明、ラジオ、ヒーター、エアコン、モール類、エアバッグ、ホーン、リ

アワイパー等）。 

   計測器（データロガー、センサー、配線を含む）の取り付け、または取り外しが認められる。 

   絶縁材を車両の床下、エンジン室、トランク内やホイール格納アーチ部から除去することは許さ

れる。シャシー／車体部にあって、ボルトオンで取り付けてある使用していない支持体は取り外

すことができる。 

   ヒールレストや消火器の取り付けブラケットおよび類似目的の部品、後部隔壁を新たに室内に設

置することは許されるが、難燃材質であることおよびボルトなどで確実に車体に固定されていな

ければならない。 

5.11）エアジャッキ 

   エアジャッキの使用は許されない。 

5.12）ロールケージ 

下記の指定部品ロールケージの使用が義務付けられる。 

トヨタテクノクラフト株式会社（TRD）指定ロールケージ 

※品番、詳細は別途主催者より発表する。 

 

第６条 配管・他 

6.1）配 管 

   オイルキャッチタンク等の取り付けに伴う最小限の変更のみ許される。 

6.2）安全燃料タンク 

   第 4 章“公認車両および登録車両に関する安全規定”第 12 章に基づく安全燃料タンクに交換す



ることが許される。 

   取り付けのための車体の改造は、第 5 条 5.1）で認められた改造を除き禁止される。タンク下

部の最低地上高は 10ｃｍ以上であること。 

   取り付けに伴う燃料配管の変更は許される。 

6.3）室内冷却用ダクト 

   ドライバーおよび室内補機類のための冷却ダクトを設置してもよい。ただし、外観形状の変更を

伴うものは許されない。フレキシブルダクトをピラー等に簡易的に固定することなどは、外観形

状の変更とはみなされない。 

6.4）燃料 

使用できる燃料は富士スピードウェイパドック内で販売されるENEOS無鉛ハイオクガソリンを指

定する。他のいかなる物（添加剤を含む）も加えることは禁止する。    

6.5）消火器 

消火器取付けのためのブラケットは、複数の直径 6 ㎜以上のボルトを使用し、１箇所に最低厚さ

3 ㎜、面積 20㎝²以上の補強板の使用により強度を確保すること。尚、その形式、容量、総重量、

種類及び点検年月日を容器の上に表示板を貼って、明示しなければならない。 

6.6）音量規制 

音量は 105dB(A)に規制する。計測は国内車両規則に定める 3ｍの基準とする。 

6.7）車両重量 

1,130kg とする。 

 

 

 

【問い合わせ】 

指定部品（ロールケージ）に関してのご質問 

トヨタテクノクラフト株式会社（TRD営業本部） 

〒222-0002 神奈川県横浜市港北区師岡町 800 

TEL：045-540-2120 

http://www.trdparts.jp/ 

 

レースに関してのご質問 

富士スピードウェイ株式会社 レース事務局 

〒410-1307 静岡県駿東郡小山町中日向 694 

TEL：0550-78-2340  FAX：0550-78-1278 

http://www.fsw.tv 


